
 

 

 
●開館時間／AM8：30～PM5：00 
●休館日／1月1日～1月3日 
●駐車場／あり（無料） 
●入館料／無料 
 

 
●開館時間／AM9：00～PM5：00 
●休館日／毎週月曜日および祝日の翌日 
 

諏訪湖の水は唯一釜口水門から流れ出ていき

ます。つまりこの釜口水門は、天竜川の出発点

なのです。初代の水門ができたのは、昭和11年。

大洪水がきっかけとなり、諏訪湖の最も重要な治

水事業として建設されました。構造は鉄鋼ゲート

が7つ、舟通しや魚道もある当時としてはモダン

な水門でした。 

毎週土曜日に行われているかわらんべ講座も、すで

に100回を超えました。誰でも楽しんで自然とふれあ

えるような内容です。環境の問題をより身近に感じ

られるようなものもあります。ぜひ参加してください。 ◆ホームページ http: //www.tenjo.go.jp /kawaranbe/ 
 
 

しかし、その後も洪水による被

害が続いたため治水計画が見

直され、昭和63年には新しい水

門が完成。半世紀にわたる役

目を終えた初代の水門は、平成

3年に取り壊されましたが、舟通

しと管理橋の一部が残されて

います。 

現在の水門が

つくられると同

時に、周辺の湖

畔も整備され、

「水と緑と文化

の広場」として、

憩いの場となっ

ています。管理

棟2階 の「水の

資料室」では水と人、自然、生活とのかかわりや、

旧釜口水門の歴史について紹介しています。 

10日（土） 「水生生物調査」 
17日（土） 「水の神様めぐり」 
24日（土） 「春の鳥」 

  1日（土） 「伊那谷野草園説明会①」 
  8日（土） 「製糸工場と井水」 
15日（土） 「自然度を調べよう①」 
22日（土） 「春の押し花」 
29日（土） 「チョウの採集と標本づくり」 

  5日（土）「鉱山めぐり」（大人対象） 
12日（土）「花粉の観察」 
19日（土）「かわらんべは寒い？」 
26日（土）「虫かご作り」 

※6月5日「鉱山めぐり」はAM9：00～PM4：00 
　それ以外はAM9：00～AM11：00

自然の中に飛び出して、楽しみながら学びます。 
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総合学習館 
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水門の上は歩いて渡れ、目の前で放水の様子を見ることができます。 

天竜川はここから伊那谷など約210kmを旅して太平洋へ。 

初代水門の一部は、 
現在の水門の80m 
下流にあります。 

水の大切さや釜口水門の役割を 
知ることができる場所。 

諏訪湖 中
央
自
動
車
道 

釜口水門 釜口水門 

岡谷駅 

下諏訪駅 

岡谷I.C.

●代表／織井　秀夫 
　伊那市東春近9195-1　TEL 0265-72-6850 
●事務局長／高島　良幸 
　高遠町小原305-1　TEL 0265-94-2154 
 

こんにちは、「三峰川みらい会議」です。私たちは、
“みんなの三峰川を次世代に”を基本テーマに、
一般参加者による話し合いによって三峰川の「環
境」「治水」「利水」の将来像を策定した「三
峰川みらい計画」の実現をめざし、河川環境に
関係するさまざまな活動に取り組んでいます。 
現在までに、榛原河川公園上部の「三峰川に
遊び、学ぶ広場の整備」、高遠ダムから山田地
区までの「渓谷美を生かし自然と水を保全した
整備」、青島地区の「三峰川景観と桜並木の
保全と整備」について、地域のみなさんと話し
合いながら計画の実現を図ってきました。 

また、会員による環境活動では、アレチウリ駆除
大作戦、三峰川自然学校、三峰川写生大会、
三峰川源流域とヤマト岩魚の保護、水害の歴
史と川に水の無い区間の解消、桜堤防の保全、
カヌー等々について、多くのみなさんと共に取り
組んでいます。 

ともに活動していただけるみなさんの入会をお
待ちしています。興味のある方は、下記までお
問い合わせください。 

長
野
自
動
車
道 


